
先⽣の操作イメージ

①先⽣⽤メニュー画⾯より、「デジタル教科書
連携利⽤」をクリックします。

②学年を選択します。

（授業の事前準備 ティーチャーズマニュアル）

ティーチャーズマニュアルを⾒る⽅法 その１

ティーチャーズマニュアルを⾒る⽅法 その２

③単元名の右にある「教師⽤マニュアル」
をクリックします。

① ②

①先⽣⽤メニュー画⾯より、「教師⽤マニュアル」
をクリックします。

①

②学年を選択します。

②

③単元名の右にある「マニュアル表示」を
クリックします。

「デジタル教科書連携利⽤」の「正誤表」から「教師⽤マニュアル」を⾒る事もできます。

ティーチャーズマニュアルを⾒る⽅法 その３

③

③

教科書連携デジタル教材（チェック＆スタディ）活⽤⼿順



（起動、学習状況・学習履歴の⾒⽅）

単元別の事前準備をする
ティーチャーズマニュアルには、「旗」に対応する診断問題や確かめ問題が示されています。
少⼈数クラスの構成に変更があるときは、その単元⽤少⼈数クラス編成を登録します。

単元別の事前準備をする

②ログイン名、パスワードを⼊⼒し、
「はじめる」をクリックします。

先⽣の操作イメージ

①インタラクティブスタディ
を起動します。

①
◆SSO利⽤の場合は、
「Sign in with Google」
または 「Microsoftｱｶｳﾝﾄで
ｻｲﾝｲﾝ」をクリックし、ログ
インします。

２．表⽰したいクラスと教材を指定する

③「デジタル教科書連携利⽤」をクリックします。

④⑤⑥
④学年を選択
⑤組を選択
⑥「表示」ボタンをクリックします。

⑦表示したい教材の学年を選びます。

⑧教材の「正誤表」ボタンをクリックします。

診断問題と確かめ問題の正誤状況

先⽣⽤メニュー画⾯

⑦

⑧

③

１．先⽣⽤インタラクティブスタディを起動する
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②



先⽣の操作イメージ
（起動、学習状況・学習履歴の⾒⽅）

3．「ここまでの内容を、全員が理解してくれたかな︖」
この⾚枠の部分を⾒ることで、⼦ども達がここまでの内容を理解しているかどうかが⼀目でわかります。

4．「補充コースではうまく学べているかな︖」

補充問題での児童個別の正誤状況を知ることができます。
旗番号をクリックすると診断問題と確認テストの間で学習した補充問題の正誤が表⽰されます。

補充コースに進み、補充コースの
最後の確認テストでは、2回目の
回答で正解した。

診断問題を2回誤答したため補
充コースに進み、補充コースの最
後の確認テストでは、 1回目また
は、2回目の回答で正解した。
授業中の先⽣の指導では理解
できていなかったが、診断・補充
教材で理解できた。

診断問題を２回誤答したため補
充コースに進み、補充コースの最
後の確認テストまでは進んでいな
い。

診断問題の1回目の回答で正答
し、教科書にもどって、次の旗に進
んだ。授業中の先⽣の指導で理
解できている。

「ここまでの内容を、
みんな理解してくれたかな︖」
（理解できていない⼦どもは誰かな︖）

「〇番さんと〇番くんは、
補充コースでわかるように
なったみたいだな。」

「〇番さんは、
まだ理解できていないみたい
だが、ずっと正解だからしばら
く⾒守っていよう︕」
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学習履歴画⾯

先⽣の操作イメージ
（起動、学習状況・学習履歴の⾒⽅）

児
童
名

５．「この児童は、この問題でどのような間違いをしたのだろう︖」

正誤のマークをクリックすれば、問題と正答、その学習者の回答、応答時間が表⽰されます。

６．「この間違いをしたのは、誰と誰かな︖」
画⾯名をクリックすると、問題とその問題のクラスの正答率、平均応答時間、回答の⼀覧が表⽰されます。

正誤のマークをクリックすると、該当する問題と
正答、学習者の回答が表⽰されます。 ※正誤表を表⽰していないときは、「先⽣を呼びなさい」画⾯にはなりません。

【アラート表示】
「確認テスト」で３回間違えた 同じ画⾯に3分以上とどまっている
（先⽣を呼びなさい︓ピンク⾊で表⽰） （緑⾊で表⽰）

正誤判定結果が ○ ︖ 等で表⽰されます

更新ボタン＜正誤表＞ 確認問題診断問題
先⽣01
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